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 令和７年６月定例教育委員会会議録 

 

１ 開催日時、会場 

   令和７年６月19日（木） 16時00分～17時40分 

防災庁舎 ２階 大会議室 

    

２ 出席 

渡辺正範教育長、浅田公子委員、廣田公男委員、川崎正男委員、小堺沙織委員 

 

３ 説明のため出席した者 

   教育文化部長（滝沢直子）、教育文化部副参事（鈴木政広）、教育総務課長（玉村浩之）、

学校教育課長（渡邉正文）、指導管理主事（長谷川成生）、生涯学習課長（樋口具範）、

スポーツ振興課長（数藤貴光）、文化財課長（菅沼亘）、森の学校キョロロ副館長（小海

修） 

 

４ 会議の内容 

（１）会議録署名委員の指名 

  署名委員：廣田委員、小堺委員 
 
（２）報告事項 

  ① 共催・後援等報告 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

各担当課長 

・資料に基づき説明 

 

川崎委員 

・９ページに「ゆきぐに探究委員会探究ジャム中学生参加企画」とある。８月７日の 

木曜日、午前中に行われるということだが、この会は高校生が中心となり、中学生に

対して何か発表するような会になるのか。 

 

渡邉学校教育課長 

   ・探究委員会のメンバーには、多くの高校生が入っている。高校生が様々な発表をし

て中学生に聞かせるという会になる。 

 

   川崎委員 

・中学生にも、このゆきぐに探究委員会が行っているような探求を体験してほしいと 

いう思いがあるのか。 

 

渡邉学校教育課長 

   ・そのように伺っている。 

 

   川崎委員 

・そうすると、夏休みの午前中は、中学校は部活動がかなりある。参加人数100人を

見込んでいるが、どの程度入るか疑問に思った。郷土愛を育てるのに、このゆきぐに
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探究委員会がやっていることは非常に価値があると思っている。それを中学生が学ぶ

ということは、非常に良いことだと思う。校長会等で、ゆきぐに探究委員会の中学生

参加企画があるということを話してほしい。部活動はあるが、希望がある子どもたち

については優先的に出していただけるような形で考えてほしい。 

 

渡邉学校教育課長 

   ・校長会は８月27日なので、その前に校長等にアナウンスする。 

 

渡辺教育長 

・どのような形で中学生を募るのか。 

 

渡邉学校教育課長 

   ・募集方法については確認していない。 

 

渡辺教育長 

・夏休み期間中でもあるのでその前に募ると思うが、どのように案内をするのか、確

認したほうがよい。 

 

② 報告第１号 十日町市小中一貫教育推進協議会委員の変更について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

渡邉学校教育課長 

・資料に基づき説明 

 

（特に質疑なく了承した） 

 

③ 報告第２号 十日町市学校給食検討委員会委員の委嘱について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

渡邉学校教育課長 

・資料に基づき説明 

 

   廣田委員 

   ・４月からいろいろな学校関係の先生方が関わっている委員会があったが、去年から 

働き方改革が言われているが、こういう会議は大体いつ頃の時間帯で開催しているの

か。時間調整が大変だと思うが、どのようにしているのか。 

 

渡邉学校教育課長 

・この給食検討委員会は、秋に２回ほど開催している。平日の午後３時ぐらいから４ 

時半ぐらいの時間帯で実施している。たくさんの会議があるが、紙面開催など、なる 

べく時間短縮を図るような運営を心がけている。 
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廣田委員 

   ・１人の先生が様々な委員会の委員になっていて、本当に先生は忙しいと思う。働き 

方改革という旗が振られたのが去年の４月なので、会議等をもう少し簡素化する、統

合する、廃止するなど検討をしたのかどうか、また検討していないのであれば必要だ

と思うがいかがか。 

 

渡邉学校教育課長 

・簡素化等は検討していない。今後検討していく。 

 

渡辺教育長 

・オンラインを多用したり、回数を減らしたりするなど、簡素化しているものもある。 

 

  （以上の質疑の後了承した） 

 

④ 報告第３号 令和７年度学校給食費徴収月額の減額について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

渡邉学校教育課長 

   ・資料に基づき説明 

 

廣田委員 

   ・理由が分かりにくい。一般的に減額をするときは、例えば、過去５年の平均に比べ 

て今年だけ突出している場合。もう一つは、この重点支援地方創生臨時交付金が学校

給食費の減額のための交付金の場合。その２つぐらいしか考えられない。もし来年も

高くなり、臨時交付金がない場合、今年同様に減額を今度は一般財源ですることにな

ると思う。だから、今年の理由をはっきりしておかないと来年にも尾を引く問題だと

思う。例えば来年、減額しなくなったときに、去年はこういう理由で減額したという

ことをはっきりしておかないと説明がつかないと思う。その辺を明確化したほうがよ

い。 

 

   鈴木教育文化部副参事 

   ・今年、食材費の上昇に伴い、小学校が330円に値上げした。そこに、今年重点支援 

地方創生臨時交付金がついた。この交付金のメニューの中に、保護者負担の軽減とい

うのがあり、さらに食材の値上がり分について充てることができるとなっていたので、

今回これを充てたということである。来年、恐らく今回の330円と400円にまた近づ

いていくと思う。その際、一般財源を充てるかどうかは、来年の予算の話なのでどう

なるか分からない。現状からすると、値段は330円、400円に戻さざるを得ないと思

う。米、牛乳、野菜など値上がりしそうな雰囲気なので、さらにまた給食費が値上がり

するかもしれない。そのときの値段を見ながら判断していくこととなる。今後の動向

を見ながら、これに代わる交付金が今後出るかどうか、それも見定めなければならな

い。 

 

（以上の質疑の後了承した） 
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⑤ 報告第４号 十日町市公民館分館主事の任命について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

樋口生涯学習課長 

   ・資料に基づき説明 

 

（特に質疑なく了承した） 

 

⑥ 報告第５号 十日町市公民館運営委員及び十日町市公民館分館運営委員の委嘱 

について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

樋口生涯学習課長 

   ・資料に基づき説明 

 

（特に質疑なく了承した） 

 

⑦ 報告第６号 十日町市美術展無鑑査招待作家の委嘱について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

樋口生涯学習課長 

   ・資料に基づき説明 

 

（特に質疑なく了承した） 

 

⑧ 報告第７号 令和７年５月分 市指定文化財現状変更許可について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

菅沼文化財課長 

   ・資料に基づき説明 

 

（特に質疑なく了承した） 

 

⑨ 報告第８号 十日町市登録文化財 地域第22号 枯木又のカスミザクラの滅失 

について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 
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菅沼文化財課長 

   ・資料に基づき説明 

 

（特に質疑なく了承した） 

 

⑩ 報告第９号 十日町市博物館協議会委員の任命について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

菅沼文化財課長 

   ・資料に基づき説明 

 

（特に質疑なく了承した） 

 

⑪ 報告第10号 十日町市立中学校の学区再編に向けた協議等の実施について 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

鈴木教育文化部副参事 

   ・資料に基づき説明 

 

廣田委員 

   ・将来に向けた新たな学校づくりというのは、30年後の１校のことが念頭にあるとい 

う理解でよいか。 

 

鈴木教育文化部副参事 

   ・よい。 

 

川崎委員 

   ・今日示された資料１の①で、教育委員会が再編の方向を示すべきという意見があっ 

た地区数が前回から比べて１つ増えて９地区になった。13地区のうち９地区から意見

が出てきたということで、残りの４地区からはその意見はなかったということか。 

 

鈴木教育文化部副参事 

   ・そのとおり。１地区は意見交換会を実施していない。 

 

川崎委員 

   ・29ページの２番、地域自治組織連絡協議会における報告をしたところ、①、②と合 

意に達したとあるが、９地区以外の４地区も含めて全部が合意に達したという認識で

よいか。 

 

鈴木教育文化部副参事 

・その場で皆さんが合意した。 

 

（以上の質疑の後了承した） 
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（３）協議事項 

  ① 十日町市立中学校の学区再編に向けた今後の進め方について（ステップ３） 

 

渡辺教育長 

・事務局の説明を求めた。 

 

鈴木教育文化部副参事 

・資料に基づき説明 

 

廣田委員 

   ・この議案に出ている検討委員会は、将来１校だが、委員の中には、将来的に２校で

よいという意見を持っている方もいると思う。話が進んでいき、１校でなく２校にす

るという話が出てきた場合、附則の「第２条に規定する所掌事項を達成した日に、そ

の効力を失う」と書いてあるが、２校にするとなったときにもこの第２条の所掌事項

を達成したことになるのか。 

 

鈴木教育文化部副参事 

・まず１校つくることを考えている。話しているうちに２校、３校という話が出てく

ることは想定している。場合によっては、南で固まるとか、北で固まるとか、そういう

こともあり得ると思う。それはそれで固まった段階で、学校づくりの話をしようと考

えている。将来的な負担を考えると、いきなり17クラスの大きい学校をつくるよりも、

本当は２校ぐらいあったほうがよい。所掌事項は２つに分かれても、学校の方針をそ

れぞれつくるので、所掌事項は完結すると思っている。 

 

   小堺委員 

   ・魅力ある十日町市立中学校づくりの方針の策定に当たって「子どもたちを含めた」

と書いてあるが、親と子どもたちが考えていることは違うこともたくさんあるので、

ぜひ子どもたちの意見をたくさん聞いていただきたいと思う。 

 

渡辺教育長 

   ・子どもたちの思いというのは非常に大事だと思っている。ただ、大人の出ている会 

議に子どもたちが出てもなかなか大変なので、子どもたちは子どもたちだけの中での

アイデア、意見出し、どんな学校に行きたいとか、どんな形がよいとか、こんなのがよ

いという、イメージをそれぞれで出していただくことが重要である。個別にどことど

こが一緒になればよいとか、そういう具体的な話ではなく、こんな学校だったら行っ

てみたいなど、前向きな形での意見聴取をしたいと思っている。やり方については今

後検討が必要である。 

 

川崎委員 

   ・32ページの２番の真ん中にある『想定する「魅力ある十日町市立中学校づくり方針 

（仮）」の主な内容』だが、３つ目の丸ポチに学校マネジメントとある。施設を中心に

協議を進めていくものだが、ぜひ教育内容の部分にもメスを入れてほしい。具体的に

は郷土愛、それを育むための学校教育の在り方。総合ということで魅力ある十日町を

どんどん取り上げていく体制とか、学校が統合されていくと自分たちの地域はどう関

わっていくか心配もあると思うが、そういった教育内容についても内容として入れて

いくことで魅力をさらに増していくという考え方でよいと思う。 
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鈴木教育文化部副参事 

・これから詰めていかなければならないことである。今回の検討会には学校の先生か

らも多めに入ってもらいたいと考えている。現場のこと教育内容のことも含めて話し

合っていただきたいと考えている。 

 

渡辺教育長 

   ・学校を１つにするという目標に、仕方ないから一緒になるみたいなイメージを持つ

人も多いと思うが、そうではなく、つくるなら、「十日町市の中学校は素晴らしい、

あんな学校に行きたい」とほかの地域からも思っていただけるような、ある種理想的

な学校を目指したい。それには、探求的な世界、郷土愛というのもあるし、新しいシ

ステム、センター方式で今成功している学校もある。要するに先生が教室を回るので

はなく、子どもたちが教室を回っていくやり方とか、あるいは英語に特化した学校も

ある。習熟度別に学習形態を取っているところなど、先進事例を学びながら、十日町

市の実態に即して子どもたちを育むことに一番よいと思うような学校環境をつくって

いく、そういう皆さんの検討、これをベースに市の方針を定めていきたいと思ってい

る。 

 

川崎委員 

   ・それとともに、ぜひ不登校の子どもたちも含めた中での学校マネジメントという視 

点も大事にしていただきたいと思う。もう一点、言葉だが、「学校づくり方針」という

用語だが、調べてみたら確かにそういう用語はあることはあるが、「学校づくりの方針」

と言った方がよいと思う。 

 

（以上の質疑の後了承した） 

 
（４）議決事項 

①議案第１号 新しい十日町市立中学校をつくる検討会（仮）設置要綱の制定について 

 

渡辺教育長 

・議案第１号を上程し、事務局の説明を求めた。 

 

鈴木教育文化部副参事 

   ・資料に基づき説明 

 

廣田委員 

   ・検討会の名称が事務局では決められなかったということで「仮」がついていると思 

うが、例えば附則に会の名称は会議で定めるとか、そういうのを入れればよいと思う。

ただ、第２条の（２）、「魅力ある十日町市立中学校づくり方針（仮）」というのは、必

ずしもこの名前になるかどうか今のところ分からないという意味だと思うが、かぎ括

弧を外して中学校づくりの方針とすれば、固有名詞でなく一般的な名称になる。そう

すれば、必ずしもこの名前じゃなくてもよくなる。 

 

鈴木教育文化部副参事 

   ・「の方針」にして前後のかぎ括弧を外す。 

 

（以上の質疑のあと、全員挙手で決定した） 
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②議案第２号 十日町市学校給食費滞納整理等事務処理要綱の制定について 

 

渡辺教育長 

・議案第２号を上程し、事務局の説明を求めた。 

 

渡邉学校教育課長 

   ・資料に基づき説明 

 

廣田委員 

・毎月納めない人がいた場合、毎月の督促、催告となっていき大変になってくる。何

かもう少しよい方法はないか。例えば、半年溜まったらどうするとか、１年間溜まっ

たら強制執行するとか。 

 

渡邉学校教育課長 

   ・４月は徴収がないので、５月分が納入されなかったら、６月に督促状を発行する。 

６月分をさらに納めない場合は８月に５月、６月分の催告状を発行する。偶数月に催

告状を発行する、そういうスケジュール感で進めたい。個別に電話連絡や臨戸訪問を

して滞納しないように進めていきたい。 

 

廣田委員 

・全員が口座振替になっているのか。 

 

渡邉学校教育課長 

・口座振替の人と納付書の人がいる。 

 

（以上の質疑のあと、全員挙手で決定した） 

 

③議案第３号 十日町市指定文化財の解除に関する諮問について 

 

渡辺教育長 

・議案第３号を上程し、事務局の説明を求めた。 

 

菅沼文化財課長 

・資料に基づき説明 

 

（特に質疑なく、全員挙手で決定した） 

 

５ その他 

（１）７月の主な行事予定について 

・資料に基づき説明 

 

（２）次回定例教育委員会の開催日時 

・７月定例会 ７月25日（金）13時30分から開催することを確認した。 

  ・８月定例会 ８月29日（金）15時45分から開催することを確認した。 

 

以上で、17時40分に渡辺教育長が閉会を宣言した。 
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以上の会議録に誤りがないことを認め、ここに署名する。  

 

 

   会議録署名委員 

 

 

   会議録署名委員 

 

 

   会 議 書 記  


